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      コングレガシオン・ド・ノートルダム修道会   兼松 益子 

 

 ＩＴが普及し、たくさんの情報が飛び交っています。いくつものメールが

入っているときには、メールを受け取って返し、また関係のある人にその事柄

をお知らせするというだけで、結構時間とエネルギーを費やしてしまうことが

あります。また大事なメールでも、事柄を外側から表面的に素早く捉えるのが

精一杯で、その内側から味わうというところまで、時間も心も追いつかなくな

るということもあります。そのうちに、情報を

追いかけて疲れてしまったり、情報が多すぎて

気持ちが落ち着かなくなるときもあります。 

 私たち人間の心は、情報をいっぱい得て、満

たされるものでは到底ありません。創世記に、

「主なる神は土（アダマ）の塵で人（アダム）

を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。

人はこうして生きる者となった」（２章７節）と

書かれています。神がご自分の命の息を私たち

の中に入れてくださることによって、私たちは

生きる者となったということです。私たちの中

には、神の息と私たちの息が内面で出会う場、

触れ合う場があるのではないでしょうか。私た

ちが、人として、私として生きるためにも、神

の命の息を私の中に入れていただき、それで満

たされなければ、私が私になれないということ

だと思います。神の命の息を受けずに、自分の息や外部からの情報だけでなん

とか人生をやっていこうとしても、それはどこかで無理があり、息が詰まりそ

うになっても不思議ではありません。 

 

神に向かって心の窓を開く 
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 神についての理解も、自分の部屋からネットを通して「知識」「情報」とし

て持っていても、人とのかかわり、自然の営み、日常の出来事、そして何より

も自分の心の中で、神と出会うことを忘れたら、神に触れていただいた喜びを

味わうこともなく、その恵みに感謝することもなく、生きる力にならずに終

わってしまうのではないかと思います。ＩＴの普及によって、かえって人々が

神から離れてしまうのではないかと危惧さえ感じるときがあります。「本来、

人間の心のどこかには超越に通じる窓が付いている」（哲学者レヴィナス）と

いう言葉があります。今こそ、私たち人間が、神の命の息を求め、神の命の息

へと突き抜ける心の風穴を持っていることを思い出すべきではないでしょう

か。情報と自分だけで 99％も心が一杯になっても、１％は神の命の息吹きが

吹き抜けるように、心の窓を神に向かって大きく開いていたいものです。 

 

Foreword:  God’s Mercy – Wellspring of Joy 
 

Sister Akiko Kato,  

The Salesian Sisters of Don Bosco,  

St. Joseph Convent. 

 

Pope Francis tells us that God’s deep love, full of mercy, is the same  
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Tough love（前編） 

 
フランシスコ・ザビエル 野田 哲也 

 

これは、私が前回２０１４年のカルカッタの滞在中、一番苦しかった時にシスター 

・ニルマラ {昨年６月に亡くなった} から教えてもらった言葉である。シスター・ニ

ルマラとは、マザーテレサ

が１９６５年２月に初めて

インド外のベネズエラに施

設を作るために責任者とし

て派遣した方で、１９７６

年に作られた観想会の最初

の責任者、そして、マザー

の次の総長になったシスタ

ーである。マザーが、シス

ター・ニルマラをどれだけ

信頼していたか、容易に想

像できるだろう。 

 彼女は、シアルダーにあるセント・ジョン教会のなかにある観想会で祈りの生活を

していた。体調が良い時には、大きなマンゴーの木やパパイヤの木がありリスが忙し

く歩き回る庭を、付き添いのシスターに手を引かれ散歩をしていたが、そうでない時

は、ベッドにいることが多い毎日を過ごしていた。 

 私には、彼女に聞きたいことがあった。それは、マザーはカルカッタの路上で、何

か手助けがしたくてもどうしても手助けが出来ない人たちをたくさん見て来ただろう、

そんな時、シスターたちに何を話していたかを知りたかった。祈ることはもちろんだ

が、マザーがよく言っていたことは、「目の前の一人のなかのイエスに接すること。

それは一対一であり、そして、一人ひとりであること」ではあるが、カルカッタの路

上では不条理な現状に苦しむ者は絶えないのであり、否応なしに目の前の一人の他に

目に映る苦しむ者が間違いなくあったであろう時に、その人から怒涛のように、「ど

うか助けてください」と懇願されながらも、それに応えられなかったことも幾度とな

くあったであろう。その時に受ける激しい胸の痛みを、どうシスターたちに克服する

ように語っていたかが知りたかった。 

 私は毎日、国の病院の訪問とシアルダーの駅やその周辺を歩き、瀕死の患者をピッ

クアップして、マザーの施設などに運ぶことをしていた。その後に、シスター・ニル

マラの姿を見られればと思い、何度か駅に隣接するセント・ジョン教会に行ったが、

そのチャンスはなく、いつも教会内にある墓地に眠っているシスター・アグネス｛マ

ザーの仕事に一番最初に参加したシスター｝やシスター・デイミア｛アフリカに初め 
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て MC（マザーテレサの修道会 「神の愛の宣教者会」 Missionaries of Charity の略）

を作った時の責任者のシスター。私はこの二人のシスターの葬式のミサに参加した｝、

他のMCシスターのお墓参りをしてからチャペルで心を整えるように少し祈り、帰宅

することがあった。疲れ切った身体と心をこの場所は外部の雑踏から切り離し、しば

しの非現実の空間のようにあり、安らぎの沈黙を私に与えてくれた。 

帰国がまぢかになった３月の終わり、私は大きなミスを犯した。私の判断の甘さ、い

や、まったくの愛の無さから路上で患者を亡くしてしまった。それは、その前日に麻

薬中毒者からある患者を助けてほしいと言われたが、私はその人がすぐには亡くなら

ないだろうと判断した。国の病院か ら、何らかの理由で出された患者であった。そ

うした場合、マザーの施設には運ぶことが出来ないケースである。喉元にあったガー

ゼには膿が少しあったが過度の悪臭はなく、激しく苦しんでいたが歩くことも可能で

あったので、まだ危険な状態ではないだろう、と私は思った。私たちは駅の仕事を終

えてディスペンサリー｛駅にあるマザーの治療所｝に集まった時、その患者の収容先

に決めたアイルランドの NGO「Hope」の病院のケースワーカーに何度か電話もした

が、日曜日だったこともあり出なかったので時間を置いて連絡を付け、翌日その患者

を病院に搬送することを決め、そのことを彼らに告げて駅を去った。 

 翌日、私はまずその患者に会いに行ったが、私たちが明日１０時半に病院に連れて

行く手はずを整えたことを伝えてから４時間後、４０度は超したであろう路上で、患

者は、すでに亡くなっていた。彼のことを心配して、私にどうか病院に連れて行って

ほしいと哀願した麻薬中毒者たちは、ただ悲嘆にくれていた。しかし彼らは、私のこ

とを何一つ責め立てることはなかった。私はやろうと思えば昨日のうちに患者を運べ

ることも可能だったのに、それをしなかったこと・・・、悔やんだところでどうしよ

うもないが、悔やまずにはいられなかった。私は患者の死を知るなり、足に力が入ら

なくなり、しゃがみこんだ。いっその事、誰か私を責めて欲しいと思った。私の判断

ミスだったことは間違いなかった。ボランティアのなかでベンガル語を話せ、普段は

食べ物などあげることのない麻薬中毒者たち｛食べ物をあげるとそれをドラックに変

えてしまうので食べ物はあげられなかった｝と話せるのは私しか居なかったし、彼ら

とのやり取りはすべて私だけが関わっていた。難しいケースだとは分かっていたが、

そこに真摯に向き合う勇気と愛が私には足らなかったことは、自分が一番良く分かっ

ていた。抜け殻のようになりながらも駅の仕事を終え、シアルダーのディスペンサリ

ーのティータイムで、私は他のところを回っていたみんなにその患者の死を伝えた。

その場は一瞬にして通夜のようになり、誰も何も話さず、沈黙と哀しみだけが漂った。

「私は、彼に優しくなかった」と私がつぶやくと、カナダ人のチャッドは「私もだ」

と言い、私の肩に手を置いた。その彼の優しさも、私を闇から救い出してはくれなか

った。いや、その時、私は闇のなかから抜け出したくはなかった。どうしても苦しみ

を味わいたかったのかも知れない。しばらくして、私たちはディスペンサリーを離れ

た。 

（次回につづく） 
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７月の担当地区は下記のとおりです。担当地区を中心に広く皆様の参加をお願いします。 

 

 

皆さま、今月のシャロームは、いかがでしたでしょうか？ 

▲久しぶりにポカポカとしたある日の午後、カフェのガラス越しに行き

かう人々を眺めていました。みなウキウキとはずんで、幸せそうに見

え、この世に悲しみや苦しみが存在しないかのような不思議な感覚にとらわれました。しかし、

実際に起こっている凶暴かつ残酷な現実や、子供の貧困、虐待といったような許しがたい不

条理に、まだまだ人間を取り巻く世界が発展途上にあるんだということを実感せずにはいら

れませんでした。ほどなく温かいコーヒーが運ばれてきて、ほっとしながら、あー神様、人間

の愚かさにはほどがあるんですかねえ？と心のなかで問い、まず一口コーヒーを味わいな

がら、こうして能天気にカフェで一息ついているにわが身の幸せを感じつつ、一方で、何かで

きないかとあせっている私がいました。▲春爛漫。一斉に花が咲く季節、でも花粉症のかた

にはつらい時期ですね。どうか、ご自愛くださいね。（O） 

 

 

 

 

 

 

広報では、ご意見・ご感想など、皆さまの声をお待ちしております。教会受付、       

または下記のアドレスまでお送りください。 

ご意見専用アドレス   ： shalom_goiken@chofu-church.ciao.jp 

またシャロームでは、各活動グループからの記事を募集しています。掲載原稿は、    

今まで通り、教会受付にお渡しいただくか、下記のアドレスまでお送りください。 

記事投稿専用アドレス ： shalom_toukou@chofu-church.ciao.jp  

  

７/ 2（土） 7 地区（佐須・柴崎・仙川・つつじヶ丘・菊野台・都区内） 

７/ 9（土） 8 地区（三鷹・武蔵野・小金井・国分寺・国立・東村山） 

７/16（土） 1 地区（布田・八雲台・国領） 

７/23（土） 2 地区（調布ヶ丘・深大寺） 

７/30（土） 3 地区（染地・狛江・川崎） 

奉 仕 案 内  ～ 掃 除 当 番 表 ～ 

 

カトリック調布教会   〒１８２－００３３   東京都調布市富士見町３－２１－１２ 

        Tel 042-482-3937  Fax 042-481-6339    http://chofu-church.ciao.jp 

mailto:shalom_toukou@chofu-church.ciao.jp
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  July 2016 Schedule 

 
Date Day Mass Times 8:00 9:15 10:30 Planned Time Place

2016/4/1 Fri First Friday Mass 10:30 Lady Chapel

2 Sat Cleaning Area 2 10:00

Mass Usual Church

4 Mon Annunciation

5 Tue Handicrafts Group 10:00 Maria Room

6 Wed

7 Thu

8 Fri

Cleaning Area 3 10:00

English Bible Class (Mr. Williams) 16:00 Maria Room

Mass Usual Church

Church Council 9:15 Maria Room

English Mass 14:30 Church

11 Mon

12 Tue Handicrafts Group 10:00 Maria Room

Catechism (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Reading & enjoy ing the Bible (Sr. Akiyama) 10:00 Maria Room

14 Thu

15 Fri Anna & Joachim Meeting 10:00 Maria Room

16 Sat Cleaning Area 4 10:00

17 Sun
Fourth Sunday after

Resurrection

o o o Mass

Maria Kai General Meeting

Usual

9:15

Church

Maria Room

18 Mon

Readings in St. Mark's Gospel (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Handicrafts Group 10:00 Maria Room

20 Wed Catechism (Sr. Shimasaki) 10:00 Maria Room

21 Thu Lection Div ina (Sr. Kanematsu) 10:00 Joseph Room

22 Fri

23 Sat
Cleaning Area 5

English Bible Class (Mr. Williams)

10:00

16:00 Maria Room

24 Sun
Fifth Sunday after

Resurrection

o o o Mass Usual Church

25 Mon St. Mark the Evangelist

Lectio Div ina (Sr. Shimasaki) 10:00 Joseph Room

Handicrafts Group 10:00 Maria Room

27 Wed Catechism (Sr. Shimasaki)

Reading & enjoy ing the Bible (Sr. Akiyama)

10:00

10:00

Joseph Room

Maria Room

28 Thu

29 Fri Showa Memorial Day

30 Sat Cleaning Area 6 10:00

　　　　　主任司祭による入門講座は、適宜、個人的に行っています。Newcomers please make private arrangements with the Rector for introductory courses (catechism).

o

10

o

9 Sat

3 Sun
Second Sunday after

Resurrection

o None

26 Tue

Sun
Third Sunday after

Resurrection

13 Wed

19 Tue

o o
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 ２０１６年 ７月 行事予定 

 
日 曜日 予  定 時間 部屋

8:00 9:15 10:30
2016/4/1 金 初金ミサ 10:30 小聖堂

2 土 掃除当番　２地区 10:00

3 日 復活節第2主日 ○ なし ○ ミサ 教会聖堂

4 月 神のお告げ

5 火 手芸の会 10:00 マリア会室

6 水

7 木

8 金

9 土 掃除当番　３地区
English Bible Class(Mr.ｳｨﾘｱﾑｽﾞ）

10:00
16:00 マリア会室

10 日 復活節第3主日 ○ ○ ○ ミサ
教会委員会
English Mass

9：15
14：30

教会聖堂
マリア会室
教会聖堂

11 月

12 火
手芸の会 10:00 マリア会室

13 水 入門講座（Sr.嶋﨑）
通読しながら聖書を味わう会（Sr.秋山）

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

14 木

15 金 アンナとヨアキムの会 10:00 マリア会室

16 土 掃除当番　４地区 10:00

17 日 復活節第4主日 ○ ○ ○ ミサ
マリア会定例会 9:15

教会聖堂
マリア会室

18 月

19 火 マルコ福音書を読む（Sr.嶋﨑）
手芸の会

10：00
10：00

ヨゼフ会室
マリア会室

20 水 入門講座（Sr.嶋﨑） 10:00 マリア会室

21 木 Lectio Divina（Sr．兼松） 10:00 ヨゼフ会室

22 金

23 土 掃除当番　５地区
English Bible Class(Mr.ｳｨﾘｱﾑｽﾞ）

10:00
16:00 マリア会室

24 日 復活節第5主日 ○ ○ ○ ミサ 教会聖堂

25 月 聖マルコ福音記者

26 火 Lectio Divina（Sr．嶋﨑）
手芸の会

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

27 水 入門講座（Sr.嶋﨑）
通読しながら聖書を味わう会（Sr.秋山）

10:00
10:00

ヨゼフ会室
マリア会室

28 木

29 金 昭和の日

30 土 掃除当番　６地区 10:00

主任司祭による入門講座は、適宜、個人的に行っています。

        ミ サ 時 間


